
















































































































ことを見出している (Sato et al,JCS,2008;Sato et al.,
Development,2014).また,線虫初期胚において精子由来
のミトコンドリアや膜成分が選択的にオートファジーに
より分解されることがミトコンドリアDNA (mtDNA)
の母性遺伝に重要であることを明らかにしている (Sato
&Sato,Science,2011).さらに,受精卵において細胞内の
ユビキチンの動態がダイナミックに変化し,これらの分
解プロセスを制御していることを見出している.本講演
では,このような受精卵におけるリソソーム経路を介し
た選択的分解機構について線虫およびマウスを用いて得
られた研究成果について発表する.また,マウス胚発生
におけるタンパク質の小胞体局在化機構の新たな生理機
能を見出したので,それについても発表したい.
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